Blog #2: 英語
最近、生徒が撮ってくれた自分のクラスのDVDを見た。土曜のファイト・クラスで皆トーナメントに向け、ガンガン汗をかいて頑張っていた。勿論、私はワァワァ怒鳴りながら、生徒に叱咤激励をしていたが、ちょっと変なのである。全然自分の声の気がしない。それはよくあることらしいので、違和感はあるものの、聞き流していたのだが…。　この怒鳴っている男は何を言っているのか分からなかった。いや、私は自分の英語が理解できなかった。隣で見ていたローラ（ワイフ）に「俺、何言っているの？」と訊くと、「○×○×」と答えてくれた。「いつもこうか？」と訊くと、「Yes!」と言った。ウゥーン。ちょっとショックであった。自分で自分の声が聞き取れないのは困ったものである。

アメリカに来て以来、英語では苦労した。英語の発音はややこしいのである。日本では「Love」も「Ruv」も同じ。「Staff」も「Stuff」も同じ。「Soccer」も「Sucker」も同じ。勿論、英語は違う。RとLもほとんど聞き分けられないし、発音もできない。「Turtle」や「Purple」なんて一発で分かってくれるアメリカ人は殆どいない。「Red and Blue… then Purple」。半分くらいの人は分かってくれる。

来米直後の話だが、レストランで「Baked potato, please」と五回くらい繰り返していたらウェイトレスが突然噴出して笑い出した。彼女は「How would you like to cook?」と訊いていたらしいのだが、私にはただサイド・オーダーを聞いているようにしか聞こえなかったのだ。と言うか、そう推測したのだ。

 １３年アメリカに住んでいる今でも電話口では殆どの人が私の「Thursday」を分かってくれない。私のThursdayは何故かSaturdayに聞こえるのだ。日本人同士だと明らかに違うと分かるのだが…。　３，４回繰り返しても分かってくれないときは「Next day of Wednesday」と言うことにしている。すると、「Oh, Thursday!」とさも難しいクイズを解いたように喜んで答えてくれる。私は「I told you」と言いたくなるところをグッと堪えて「Yes, Thursday」と答える。やはり押忍である。

私には２歳と５歳になる娘がいるのだが、娘たちは英語でも日本語でも同じDVDを繰り返し繰り返し何度でも観る。今２歳の夏ちゃんはベイビーアインシュタインというビデオシリーズが好きだ。ちょっと前までは「Baby Noah」、今は「Baby McDonald」がお気に入りである。私が家にいるときは一緒に観させられるので、どちらも既に２０回は観た。私がいないときも入れると、もう本人は４０回から５０回はゆうに観ているのではないだろうか？

子供は飽きっぽく、集中力はないようだが実際は大人よりずっと粘り強く、一回一回新鮮な気持ちで学んでいるのではないだろうか。（勿論、子供が本当に好きなことだけだが…）しかも部分というより、全体で学んでいるような気がする。「Baby McDonald」ではなく「babymcdonald」なのである。「I told you」ではなく「itoldyou」なのである。まず全体を覚えて、後から少しづつ部分を理解していくのではないかと思う。
私も子供のように英語や物事を学ばなければと思うのだが、自分に染み付いた癖や思考のパターンから抜け出せず、あまり進歩がない。でもTurtleのように少しづつでも上手くなっていければと思う。明日もまた５歳の花哉さんに発音を直されるかもしれないが、そこは空手の先生“押忍”である。

押忍
